
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
本
年
度

も
新
規
採
用
者
の
全
員
加
入

を
達
成
し
、
４
月
２
日
（
火
）

18
時
30
分
よ
り
高
松
市
「
Ｊ

Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松
」

に
お
い
て
新
入
組
合
員
１
２

３
名
の
歓
迎
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶

に
立
っ
た
中
濱
執
行
委
員
長

は
「
皆
さ
ん
は
今
日
か
ら
社

会
人
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四
国
の

企
業
人
と
し
て
、
そ
し
て
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
の
組
織
人
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や
地

域
・
社
会
に
対
し
責
任
を
持
っ

て
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｒ
は
発
足
32
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
間
、
新
幹
線

を
有
し
大
都
市
を
抱
え
る
本

州
３
社
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
Ｊ

Ｒ
東
海
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）
及

び
Ｊ
Ｒ
九
州
の
よ
う
に
株
式

を
上
場
し
た
会
社
と
、
未
だ

経
営
支
援
が
な
け
れ
ば
鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る

こ
と
が
困
難
と
い
う
課
題
を

抱
え
る
会
社
に
、
時
代
と
と

も
に
大
き
く
分
か
れ
て
き
ま

し
た
。

そ
し
て
時
代
は
さ
ら
に
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
に
お
い
て
も
、
列

車
に
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
乗
車

し
、
時
刻
や
乗
り
換
え
の
検

索
、
ホ
テ
ル
の
予
約
や
新
幹

線
の
チ
ケ
ッ
ト
手
配
ま
で
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
行
い
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決
済
す
る

な
ど
、
人
を
介
さ
な
い
方
法

に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
変
わ
り
ゆ
く
時
代
を

感
じ
な
が
ら
、
私
た
ち
は

『
四
国
の
人
に
愛
さ
れ
、
必

要
と
さ
れ
る
鉄
道
』
を
目
指

し
、
あ
た
り
ま
え
に
列
車
が

走
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

『
命
を
運
ぶ
』
仕
事
を
繫
ぐ

こ
と
で
、
我
々
の
夢
で
あ
る

『
四
国
新
幹
線
』
を
現
実
の

も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
是
非
、
『
四
国
新
幹

線
』
の
導
入
に
向
け
、
夢
を

持
っ
て
知
識
を
磨
い
て
お
い

て
下
さ
い
。

労
働
組
合
は
皆
さ
ん
が
退

職
す
る
ま
で
長
い
お
付
き
合

い
と
な
り
ま
す
。
今
後
の
人

生
に
は
、
楽
し
い
こ
と
や
苦

し
い
こ
と
、
病
気
や
怪
我
で

悩
む
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
時
々
に
、
労

働
組
合
は
お
互
い
を
助
け
合

う
『
相
互
扶
助
』
の
精
神
を

掲
げ
、
皆
さ
ん
の
側
に
い
ま

す
の
で
、
是
非
、
近
く
の
役

員
を
見
つ
け
、
相
談
し
活
用

し
て
下
さ
い
。

鉄
道
事
業
の
最
重
要
課
題

は
『
安
全
・
安
定
・
安
心
輸

送
の
確
保
』
で
す
。
こ
の
最

重
要
課
題
を
常
に
意
識
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
お
い
て

『
プ
ロ
』
を
目
指
し
、
若
い

力
で
元
気
な
Ｊ
Ｒ
四
国
を
創
っ

て
下
さ
い
。
」
と
激
励
の
言

葉
を
贈
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
笹
岡
青
年
女
性

会
議
議
長
に
よ
る
乾
杯
の
発

声
を
受
け
、
新
入
組
合
員
は

会
食
を
交
え
て
互
い
に
自
己

紹
介
を
行
う
な
ど
打
ち
解
け

あ
い
な
が
ら
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
20
時
に
終
了
し

ま
し
た
。

新
入
組
合
員
１
２
３
名
は

研
修
修
了
後
、
各
職
場
に
配

属
さ
れ
ま
す
。
関
係
す
る
支

部
・
分
会
・
青
年
女
性
会
議

役
員
の
指
導
・
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
新
た
な
仲
間
の
紹
介
】

（
順
不
同
敬
称
略
）

足
立

夏
海
・
乾

恵
輔

木
下

皓
聖
・
車
谷

康
太

近
藤

晶
太
・
佐
野

佑
城

澤
井

達
哉
・
白
石

和
也

瀧
岡

拓
真
・
竹
内

瑠
莉

辻

亮
太
・
萬
代
あ
ゆ
み

平
井

優
太
・
藤
田

茉
優

堀
切

豪
・
松
谷

恭
太

松
本

純
也
・
三
木

和
仁

安
井

勇
人
・
横
田

歩
峰

伊
賀
上

拓
・
石
川

大
地

一
色

涼
花
・
大
國

工

大
島

達
也
・
大
向

崇
宏

沖

篤
志
・
鍵
谷

勇
斗

鎌
倉

愛
・
川
﨑

謙
一

北
尾

勇
人
・
北
村

彩
花

桑
森

怜
士
・
西
城

恭
平

坂
下

魁
・
澤
田

萌

柴
田
涼
次
郎
・
白
石

祐
太

白
松

直
樹
・
杉
本

優
志

鈴
鹿

貴
臣
・
堰

正
人

瀬
戸

杜
大
・
高
橋

孝
汰

竹
内

辰
宏
・
龍
山

貴
衣

谷
本

雄
紀
・
田
内

伸
親

津
野

有
輝
・
津
山

洋
明

出
口

兼
孝
・
中
尾

魁

中
瀬

光
・
中
谷

優
介

成
田
か
す
み
・
納
田

愛
子

畑
田

潤
・
林

圭
祐

原
田

紗
希
・
平
山

涼
香

平
山

友
理
・
藤
井

翔
也

藤
井
遼
太
郎
・
古
田

裕
哉

帆
足

裕
佑
・
本
庄

富

牧
野

剛
之
・
松
浦

圭
佑

松
繁

雅
史
・
松
田

奈
々

三
宅

佑
弥
・
宮
原

拓
海

森
島

聡
・
安
福

夏
月

山
下

健
佑
・
山
下

祐
子

山
本

凌
・
湯
浅
健
太
郎

吉
田

匠
・
渡
辺

弘
昌

浅
野

陽
斗
・
井
貝

純
菜

石
原

瑞
基
・
井
上

統
磨

氏
川

航
希
・
大
西

佑
京

大
平

海
里
・
鹿
児
島
悠
矢

川
人

万
宗
・
工
藤

颯
馬

国
重

輝
樹
・
久
保

海
人

坂
本

尚
輝
・
島
田

凌

鈴
木

菜
摘
・
住
友

千
悟

妹
尾

裕
輝
・
多
田

響

玉
井

風
歌
・
土
井
峻
之
介

轟

和
洋
・
中
山

太
陽

野
島

惇
・
則
久

将
元

秦

歩
夢
・
濵
田

翔
大

早
水

優
花
・
板
東

秀
明

檜
垣

柊
志
・
平
尾

響

平
島

新
大
・
福
田

直
人

松
岡

凜
・
松
木

遥
香

松
田

基
・
三
木

敦
紀

三
木
裕
次
郎
・
水
野

達
稀

三
野

竜
弥
・
山
口

峻

山
﨑

大
嗣
・
山
下
果
耶
葉

吉
住

萌
香

第
７
回
本
部
執
行
委
員
会

は
、
３
月
９
日
（
土
）
10
時

50
分
よ
り
本
部
１
階
会
議
室

で
開
催
さ
れ
た
。

経
過
報
告
と
議
事
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
効
率
化
施
策

・
事
業
計
画
（
Ｊ
Ｒ
四
国
、

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
団
体
交
渉
）

・
19
春
闘
（
Ｊ
Ｒ
四
国
、
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
県
協
定
期
委
員
会
・
春
闘

討
論
集
会
）

・
香
川
県
協
、
愛
媛
県
協
、

徳
島
県
協

（
部
会
）

・
営
業
部
会
定
期
委
員
会

・
事
業
開
発
部
会
定
期
委
員

会

（
青
女
）

・
本
部
青
女
冬
季
レ
ク

・
レ
デ
ィ
ー
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
（
共
闘
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
四
国
地
方
協
議

会
第
27
回
定
期
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
四
国
地
方
協
議

会
２
０
１
９
春
季
生
活
闘

争
討
論
集
会

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
ニ
ュ
ー

リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
」

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員

会
・
政
治
担
当
者
会
議

・
産
業
政
策
委
員
会

・
自
動
車
連
絡
会
幹
事
会

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
第
31
回
中
央
委
員
会

・
グ
ル
ー
プ
春
闘
総
決
起
集

会

【
議

事
】

①
36
協
定
の
妥
結
承
認
に
つ

い
て

②
第
19
回
統
一
地
方
選
挙
に

お
け
る
推
薦
候
補
者
の
承

認
に
つ
い
て

③
一
部
の
駅
、
ワ
ー
プ
プ
ラ

ザ
に
お
け
る
効
率
化
等
に

対
す
る
具
体
解
明
に
つ
い

て
④
安
全
・
事
故
防
止
に
関
す

る
職
場
諸
問
題
の
集
約
に

つ
い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
38
回
定

期
大
会
の
招
集
に
つ
い
て

⑥
平
成
31
年
度
新
規
採
用
者

の
全
員
加
入
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

⑦
新
入
組
合
員
歓
迎
会
の
開

催
に
つ
い
て

⑧
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
特

設
コ
ー
ス
」
の
開
催
に
つ

い
て

⑨
支
部
対
抗
軟
式
野
球
大
会

の
開
催
に
つ
い
て

⑩
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑪
そ
の
他

・
平
成
31
年
４
月
期
の
職
場

対
話
行
動
日
程
に
つ
い
て

・
２
０
１
９
年
度
Ｊ
Ｒ
私
傷

病
共
済
の
加
入
募
集
に
つ

い
て

・
「
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
セ
ッ
ト

共
済
」
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

・
四
国
再
発
見
増
収
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
つ
い
て
（
執
行

委
員
会
見
解
）

・
第
１
回
組
織
財
政
専
門
委

員
会
の
開
催
に
つ
い
て

・
次
期
（
第
８
回
）
執
行
委

員
会
の
開
催
に
つ
い
て

・
そ
の
他



第３８回定期大会の開催について（告示）

四国旅客鉄道労働組合規約第１９条に基づき、第３８回
定期大会を下記のとおり招集します。

記

１ 日 時 ２０１９年７月８日（月） １３時から
２０１９年７月９日（火） １２時まで

２ 場 所 「ＪＲホテルクレメント徳島」
徳島県徳島市寺島本町西一丁目６１

３ 議 題 (1) ２０１９年度運動方針（案）
(2) ２０１９年度財政方針（案）
(3) その他

以 上

２０１９年度「四国再発見」増収キャンペーン

目標額達成に向け
全組合員が総力を挙げて取り組もう！

２０１８年度は、瀬戸大橋線開業３０周年記念イベント等の観光キャンペーン

を展開したものの、７月に発生した記録的な豪雨災害により鉄道施設が甚大な被

害を受け長期運休等が発生したことなどから、中間決算での鉄道運輸収入は過去

最低の１１０億円となりました。また、通期では安全対策に対する追加的支援措

置の実施による修繕費を高い水準で維持したこともあり、３期連続の経常赤字が

見込まれています。

２０１９年度は、景気は緩やかな回復基調で推移すると見込まれるものの、海

外の政治・経済の不確実性により、先行きは不透明であり、引き続き厳しい経営

環境となることが想定されます。

このような中、会社は本年度を「中期経営計画の３年目として、引き続き『安

全・安心の確保』『収益の拡大』『支援措置等を活用した設備投資等の着実な実

施』を重要な３本柱として、「財務基盤の安定化」と「収益基盤の強化」の実現

に向けたさらなる取り組みを推し進める」としています。

ＪＲ四国労組は、責任組合として「安全・安定・安心輸送の確立」を最優先に、

事業計画・各種営業施策を共有するとともに、「四国再発見」増収キャンペーン

の取り組みが、雇用の確保及び労働条件の維持改善を図るための重要な取り組み

と位置づけ、各級機関で地域共闘を軸とした情報発信と需要喚起に努め、全組合

員が一丸となって目標額早期達成に積極的に取り組むことを要請します。

平成３１年３月９日

四国旅客鉄道労働組合

第 ７回 執行 委員 会

交運共済では、4月10日(水)から5月10日(金)までの間、「火

災共済・３保障制度（共済セット加入）」の取り組みを実施しています。

「ごめんなさい」では済まない場合もしっかり保障！

⇒家を新築するとき、アパートを借りるときは
「交運共済」までご連絡ください！

【お問い合わせ先】
全国交運共済生協四国事業本部（ＪＲ職域生協）
香川県高松市西の丸町11-9 1階
J R：086-2592 JRFAX：086-2591
NTT：(087)851-1378 NTTFAX：(087)851-1411

ユニオンスクールを開講します！

【特設コース（管理者セミナー）】
日 時 2019年5月18日（土）13：30～17：00

場 所 香川県宇多津町「ホテルアネシス瀬戸大橋」

目 的 管理者組合員等（管理者、主席、資格保有者）の

役割認識、課題解決能力の向上を図ります。

【ユースコース】
日 時 2019年6月25日（火）13：00～17：30

場 所 香川県高松市「ＪＲ四国労組本部」

目 的 入社6年以上で「フレッシュマン」「レベルアッ

プ」コース未参加の青年女性組合員に、基本知識

の習得や連帯意識の醸成を図ります。

２
月
15
日
（
金
）
、
本
部

１
階
会
議
室
に
お
い
て
、
各

級
機
関
の
新
任
役
員
を
対
象

と
し
た
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
」

を
開
催
し
た
。

同
ス
ク
ー
ル
は
、
職
場
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る

中
堅
組
合
員
に
求
め
ら
れ
る

知
識
に
つ
い
て
学
び
、
組
合

運
動
を
実
践
す
る
上
で
の
問

題
や
課
題
の
解
決
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

四
国
各
地
よ
り
集
ま
っ
た

総
勢
16
名
の
受
講
生
は
、
中

濱
執
行
委
員
長
、
大
谷
書
記

長
、
森
安
教
育
部
長
の
講
義

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
「
労

働
組
合
の
目
的
」
「
世
話
役

活
動
の
重
要
性
」
「
労
使
間

ル
ー
ル
」
「
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

の
歴
史
と
組
織
」
等
に
つ
い

て
学
習
し
た
。

■
男
女
平
等
参
画
推
進

委
員
会
を
開
催

１
月
11
日
（
土
）
13
時
30

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
お
い
て
「
第
１
回
男
女
平

等
参
画
推
進
委
員
会
」
を
開

催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
育
児
休
職

か
ら
復
帰
す
る
女
性
が
活
躍

で
き
る
職
域
の
拡
大
を
は
じ

め
、
職
場
の
設
備
や
各
種
制

度
の
改
善
に
向
け
て
労
使
協

議
を
行
う
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
女
性
組
合
役
員

の
育
成
に
つ
い
て
も
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

■
レ
デ
ィ
ー
ス
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
催

本
部
青
年
女
性
会
議
は
２

月
23
日
（
土
）
、
本
部
３
階

に
お
い
て
「
第
24
回
レ
デ
ィ
ー

ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催

し
、
四
国
各
地
か
ら
18
名
の

女
性
組
合
員
及
び
準
組
合
員

が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
ゲ
ー
ム
を
通
じ

意
気
投
合
す
る
と
、
「
産
休
・

育
休
に
関
す
る
こ
と
」
題
し

た
特
別
講
演
で
は
女
性
先
輩

組
合
員
２
名
の
体
験
談
に
真

剣
に
聞
き
入
る
と
と
も
に
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
よ
る
意
見
交
換
を
行
い
、

四
国
に
は
多
く
の
心
強
い
仲

間
が
い
る
こ
と
を
再
確
認
し

た
。
（
詳
し
く
は
「
＋
α

（
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
）
№
３

３
２
」
を
参
照
）

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
今
後

も
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
。


